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東京湾沿岸に発達する浜堤列平野 
―館山低地と小櫃川下流低地を例にして―

松　原　彰　子

1 ．はじめに

日本の海岸低地には，海岸線に平行に細長く延びる「砂州地形」が広く分布してお

り，現在の地形によって砂州―潟湖型，砂州―後背湿地型，浜堤列平野型，谷底平野

型，三角州―浜堤列複合型などに分類される（松原，2000）。砂州地形の形成過程は，

現在の形態に関わらず共通に，後氷期における地球規模の氷河性海面変化の影響を受

けているが，海面変化速度が遅くなる8,000 ～ 7,000年前以降になると，地域ごとの基

盤地形や地殻変動，土砂供給などの特性が砂州地形の発達過程に現れるようになる

（松原，2000；Matsubara, 2005）。中でも，地震性隆起が蓄積している地域や河川によ

る土砂供給量が多い地域においては，複数の浜堤列が顕著に発達する場合がある。

本研究では，東京湾に面する 2つの浜堤列平野を対象にして地形・地質・古環境変

遷の特徴を明らかにする。さらに，低地遺跡の分布から人間活動の場としての浜堤列

の位置づけについても考察を行う。対象とした地域は，房総半島南部に位置し，相模

トラフを震源とするプレート沈み込み境界型地震（元禄および大正関東地震）による

隆起が蓄積されてきた館山低地と，東京湾東岸に位置し，緩傾斜の海底地形と河川な

どからの土砂供給によって三角州が発達している小櫃川下流低地である。

なお，本稿で示した年代値（「～年前」）は，暦年較正を行った14C 年代値（cal BP）

に基づくものである。較正プログラムは CALIB6.01（Stuvier and Reimer, 1993），陸

源試料については IntCal09，海成試料については Marine09のデータをそれぞれ使用し

た（Reimer, et al., 2010）。また，Regional marine reservoir correction ΔRは，Marine 

Data Base No. 1029, Japan（139.6000E, 35.1200N）の値（ΔR＝200±63 yr）を用いた。
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2 ．館山低地

（ 1）地形の特徴
館山低地は，房総半島の南西岸に位置する東西 4 km，南北 5 km ほどの海岸低地で

ある（図 1）。低地には平久里川と汐入川が流れ，共に東京湾に注いでいる。平久里川

は河口から約2.5km 上流付近で，流路を南向きから西向きに変える。低地の周囲は新

第三系から成る丘陵であり，その縁辺部には完新世の海成段丘（沼段丘）が分布する

（図 1）。

房総半島南部には 4段の完新世段丘が発達するが，これらは海抜高度および形成年

代から，地震性隆起の累積によって形成されたものであると考えられており，多くの

研究が行われている（Sugimura and Naruse, 1954；1955；Yonekura, 1975；横田，

1978；中田ほか，1980；茅根・吉川，1986など）。また房総半島南部は，1923年の大正

関東地震の際にも， 1 ～ 2 m の隆起が確認されている（陸地測量部，1926）。図 1で

沼段丘として分類した地形は，最高位の海成段丘面で，約7,000年前に形成された沼Ⅰ

面（中田ほか，1980）に対比され，その海抜高度は，＋15 ～＋25mである。

低地の地形を特徴づける浜堤列は 6列確認されるが（内陸側から順に，Ⅰ～Ⅵ），こ

のうち海岸部の 3列（Ⅳ～Ⅵ）は特に発達が良好で，低地の北端から南端までほぼ連

続的に分布する（図 1）。浜堤と後背湿地（堤間湿地）との境界は明瞭で，特に海側の

境界部は顕著で浜堤は段丘化している。これらの浜堤列の形成には地震性の隆起が大

きく関わっていることが指摘されており（中田ほか，1980），相模トラフを震源とする

元禄地震型と大正地震型の関東地震による隆起の組み合わせによって発達してきたこ

とが推定されている（宍倉・宮内，2001など）。さらに藤原ほか（2006）は，平久里川

右岸側の浜堤ⅤとⅥの堤間湿地の 2か所においてジオスライサーによる掘削を実施し，

堆積構造の解析および14C 年代測定値に基づいて浜堤の詳細な発達過程を復元している。

それによれば，堤間湿地の堆積環境は上部外浜→ラグーン→堤間湿地へと変化してい

った。このような堆積環境の変化は，元禄関東地震（1703年）と大正関東地震（1923

年）発生時の地震隆起によるものと考えられた。宍倉（2000）は，古絵図と旧版地形

図の比較を行い，元禄地震前の海岸線が浜堤Ⅴの海側縁に位置していたことを明らか

にした。さらに藤原ほか（2006）によって，元禄地震時の隆起で浜堤Ⅵの一部が離水

した後，大正関東地震時の隆起が加わった結果，現在の浜堤Ⅵが完成したことが明確
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図 1 　館山低地の地形

遺跡分布は，千葉県『ふさの国文化財ナビゲーション』に基づく。
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になった。

（ 2）堆積物の特徴
館山低地を構成する堆積物は砂とシルトの互層から成り，その層厚は海岸部で最大

約40m に及ぶ。館山低地の南西縁に位置する館山市沼地域で発見された造礁性サンゴ

化石（沼サンゴ層）（図 1）については，Yokoyama（1911）以来，その年代およびサ

ンゴ礁形成期の古気候・古環境の問題を中心に研究が進められてきた。沼サンゴ層の

年代は14C 年代測定によって8,000 ～ 5,500年前であることが明確になった（浜田，

1963；星野，1967；Yonekura, 1975；Omoto, 1976；）。また沼サンゴ層を構成する造

礁性サンゴの種数が80 ～ 90種と多様なことなどから，沼サンゴ層は現在の奄美大島付

近から鹿児島南部に相当する環境下で形成されたものと推定されている。また，石灰

藻の化石を伴わないことから，サンゴの生息海域は潮間帯ではなく，数 m ～ 20m 前

後の水深があったものと考えられている（浜田，1963；1975；Hamada, 1977）。

その後，沼サンゴ層を含む海成層を対象にして貝類群集の解析が行われ，古館山湾

の環境変遷が考察された（松島，1979；松島・吉村，1979；松島，1984；1990）。沼サ

ンゴ層は，低地の南側の丘陵に刻まれた小さな谷（かつての溺れ谷）の奥部を中心に

分布する傾向があるが，これは館山低地の南側の地域が波浪の直接的な影響を受けず，

河川の流れ込みの少ない環境で，サンゴ礁の形成に適していたためと推定されている

（松島，1979；1984）。なお，沼サンゴ層に対比される造礁性サンゴ化石を含む地層は，

房総半島のほか，三浦半島や駿河湾沿岸地域でも発見されている（浜田，1975；

Hamada，1977）。

（ 3）有孔虫化石群集による古環境復元
館山低地を流れる平久里川が，河口から約2.5km 上流で流路の向きを南から西に変

える付近の右岸側に，長さ300mにわたって露出していたカキ（カキツバタ）礁に関し

て，地質層序と14C 年代測定値，および海成層に含まれる貝類群集の解析結果が報告さ

れている（松島・吉村，1979；松島，1990）（図 1， 2）。筆者は，同じ露頭で採取し

た試料について有孔虫化石群集解析を行った（松原，1995）。貝類群集および有孔虫化

石群集に基づく古環境変化は，以下のようにまとめることができる。

カキ礁が確認された河床には基盤岩（新第三系のシルト岩層）が露出し，その上に
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海成層が不整合にのる。海成層は，下部の層厚約 1 m のカキ礁と上部の層厚約2.4m の

海成シルト層から成る。さらに，この海成層は河成砂礫層（層厚1.7m 以上）で不整合

に覆われている（図 2）。

シルト岩層の上面には穿孔貝の巣穴化石が残されていることから，基盤岩の表面は

かつての波食棚と考えられる。この波食棚の形成期は，岩礁性の貝化石の14C 年代値か

ら約7,600年前以前と推定される。

カキ礁には，岩礁性の貝類と造礁性サンゴ類が随伴する。カキ礁形成時の水深は，

構成種の特徴から数 m ～約20m と推定される。カキ礁上限付近の年代は約6,100 ～

5,900年前である。

カキ礁中の有孔虫化石群集（図 2のⅠ帯）は，沿岸水流入の指標となるPseudononion 

japonicum, Pseudorotalia gaimardii が優勢である。このうち，Pseudorotalia gaimardii

は，口の広い内湾の湾口部に限って生息することから，この時期には特に，沿岸水の

直接の流入があったものと考えられる。このほかに，岩礁に付着する Cibicides 

lobatulus，岩礁地の藻に付着するElphidium crispum, E. jenseni, E. reticulosum，内

湾中央部から湾口部の砂質底種であるElphidium advenumも多産する。岩礁地性の種

が多いのは，波食棚上に形成されたカキ礁の環境を反映したものと考えられる。一方，

＋3.0m の層準からは，熱帯から亜熱帯の浅海域に生息する Cibicides tenuimargo が産

出する。これは，この時期に高温の海水の流入があったことを示している。

海成シルト層は，下部では内湾から浅海域に生息する貝化石が含まれるが，上部で

は貝類群集の種構成が単純になり，強内湾性を示すようになる。ここでは，カキ礁形

成期に比べて，水深は10m 前後まで浅くなったものと推定される。海成シルト層の上

限付近の年代値は，約4,500 ～ 4,100年前である。

海成シルト層下部の有孔虫化石群集（図 2のⅡ帯）では，内湾の中央部から湾口部

にかけて分布する Ammonia japonicum が最も多く産出し，沿岸水の流入を示す

Pseudononion japonicum, Pseudorotalia gaimardii は 上 部 で 減 少 す る。 特 に，

Pseudorotalia gaimardii は上部では出現しなくなることから，内湾の湾口部が狭くな

り，沿岸水の流入度が小さくなっていった過程が推定される。これは，貝類群集によ

る復元結果とも一致する。

海成シルト層上部の有孔虫化石群集（図 2のⅢ帯）は，内湾の代表種である

Ammonia beccarii が増加する一方で，岩礁に付着する Cibicides 属は出現しなくなる。
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これらのことから，本層の堆積期には内湾の縮小がさらに進んだことが考えられる。

貝類群集からも，水深が浅くなって内湾が縮小したことが推定されている。この時期

は，日本で確認されている海面の停滞ないし低下期にあたるが（太田ほか，1982；

1990），この頃に河川による埋め立て作用が進んだのと同時に，砂州の発達で内湾の閉

塞が起こったために急速に内湾の縮小が進行した可能性が大きい。

以上のように，貝類群集は，7,600年前以降の穿孔性貝類群集，7,300 ～ 6,000年前ま

での造礁性貝類群集，4,300年前までの内湾泥底群集のように変化する。このことから，

本地域では，7,600年前以前に海水の侵入が始まって波食棚が形成され，その後7,300年

前頃には，波食棚上に造礁性サンゴを伴ったカキ礁が形成されるようになったものと

推定される。その後，約6,000年前以降には水深が浅くなり，湾口の狭い内湾環境に移

行したと考えられる。さらに，およそ4,300年前には，内湾は河成堆積物によって埋め

立てられていった。

有孔虫化石群集の変遷からは，7,500 ～ 6,500年前（Ⅰ帯の推定堆積時期）には沿岸

水の流入が盛んで，高水温環境であったが，6,500 ～ 4,800年前（Ⅱ帯）になると沿岸

水流入の割合は縮小し，さらに4,800 ～ 3,800年前（Ⅲ帯）には内湾は縮小して閉塞環

境に移り変わったことが明らかになった。

これらのことから，7,500 ～ 6,500年前のカキ礁形成期には，高温の沿岸水が直接流

入する環境であったが，6,500 ～ 4,800年前の海成シルト層下部堆積期になると沿岸水

の流入は減少し，内湾は縮小過程に入った。さらに，4,800 ～ 3,800年前には，河川か

ら供給される土砂による埋め立てや浜堤Ⅲ～Ⅴの形成に伴う背後の閉塞で，内湾はさ

らに縮小していったものと考えられる。本稿での浜堤Ⅲ～Ⅴは中田ほか（1980）の沼

Ⅲ面に相当する。房総半島南部における沼Ⅲ面の離水時期（背後の閉塞完了時期）は

約2,880年前と推定されており，この年代と館山低地における内湾の閉塞開始時期

（4,800 ～ 3,800年前）は調和的である。

（ 4）浜堤列上の遺跡分布
図 1には，千葉県『ふさの国文化財ナビゲーション』の資料に基づいて，館山低地

における遺跡の分布を示した。

縄文時代の遺跡は，低地南部の海成段丘（沼段丘）上を中心に分布しており，浜堤

列上にはほとんど見られない。一方，弥生時代の遺跡は主に浜堤Ⅱ上に分布している。
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古墳時代の遺跡は，浜堤Ⅰ～Ⅳ上に多く見られ，特に浜堤ⅠとⅡに集中する傾向が見

られる。これに対して，浜堤Ⅴ，Ⅵには歴史時代の遺跡がわずかに分布するのみであ

る。

本稿の浜堤Ⅰは，中田ほか（1980）による段丘区分では沼Ⅱ面に，浜堤Ⅱ～Ⅴは沼

Ⅲ面に，浜堤Ⅵは沼Ⅳ面（元禄段丘）に，それぞれ対応する。これらの浜堤列は過去

に繰り返されてきた元禄および大正関東地震による隆起で離水したものと推定され，

それぞれの離水時期は沼Ⅱ面が約4,200年前，沼Ⅲ面が約2,880年前，沼Ⅳ面が元禄地震

発生時の西暦1703年で約250年前と考えられている（中田ほか，1980）。

以上のことから，浜堤が完成した時期と，そこが恒常的な人間活動の場になった時

期との間には数百年かそれ以上の時間差があったものと推定される。

3 ．小櫃川下流低地

（ 1）地形の特徴
小櫃川は，房総半島南部の清澄山付近を起源とし，半島のほぼ中央部を流れて木更

津で東京湾に注ぐ河川である。中・上流域には，新第三紀から第四紀更新世にかけて

の地層が分布するが，下流域の低地は中期～後期更新世の下総層群から成る台地で囲

まれる。

低地の地形は，河口部を中心に発達する円弧状三角州で特徴づけられるが，三角州

上には自然堤防および浜堤列といった微高地が多く見られる（図 3）。Saito（1995），

斎藤（2005）は，堆積物の層序解析に基づいて，後氷期の海面変化に伴う三角州の発

達過程を詳細に復元している。また，吉村（1985）は，微地形分類および層相分布な

どに基づいて小櫃川下流低地における古地理変遷の復元を行っている。

低地の北側と南側の台地は，それぞれ北西縁と西縁に明瞭な海食崖地形が認められ，

その前面の低地上には砂州地形が発達している（図 3）。低地を構成する堆積物（沖積

層）の基底地形として，旧海食崖の前面に埋没海食台と推定される－10 ～－ 5 m の平

坦面が分布していることから（松原，1980MS），これらの砂州地形は埋没海食台を土

台にして発達したものと推定される。

一方，北側の台地の南縁と南側の台地の北縁にも，小櫃下流低地に面する微高地が

分布する。小櫃川下流低地では現在の海岸線から少なくとも10km内陸までは後氷期の
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海成層が分布することから（松原，1980MS），これらの微高地も海進に伴って内湾が

形成されている時期に，湾に面した台地縁の海食崖の前面に発達したものである可能

性が考えられる。

現在の河川流路は人工的に改変されているものが多く，沿岸の一部には埋立て地が

広がるが，三角州地域の海岸線はほぼ自然の姿を残しており，沖合の干潟と合わせて

東京湾沿岸の貴重な自然環境が保存されている。

（ 2）堆積物の特徴
低地を構成する堆積物（沖積層）の基底地形として明瞭な谷地形（埋没谷）が認め

られ，その海抜高度は現在の小櫃川河口付近で約－40m に達する（松原，1980MS；

Saito, 1995）。

低地を構成する堆積物は，下位から順に下部層（L），中部層（M），上部海成層

（UM），上部陸成層（UA）の 4層に区分される。このうち上部海成層は，上部海成粘

土層（UMC）と上部海成砂層（UMS）に細分される（図 4）。下部層は埋没谷底を中

図 4 　小櫃川下流低地地質断面図（A-A’）

断面線の位置は，図 3に示した。
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心に分布し，砂，粘土，礫から成る陸成層で，現在の河口周辺では最下部に砂礫層が

確認される。中部層は砂と粘土から成り，河口域では海成堆積物が確認される。上部

海成層は，低地に広く分布する。そのうち，埋没海食台と考えられる海抜高度約－

10m以浅の平坦面上の上部海成層は，砂州・浜堤を構成する砂質堆積物である。一方，

上部陸成層は低地の表層部を構成する砂または粘土から成る堆積物で，海成層が分布

しない上流側では中部層を，また海成層が分布する下流側では上部海成層の上に，そ

れぞれ堆積している。

（ 3）有孔虫化石群集による古環境復元
現在の海岸線から約 7 km内陸の地点で行われた地質調査の際に採取した上部海成層

（図 3， 4）について有孔虫化石分析を行った結果，Ammonia beccarii, Elphidium 

subgranulosum, E. incertumを主体とし，Nonion japonicum, Cibicides lobatulus を随

伴する化石群集が確認された（松原，1980MS）。堆積年代は明らかになっていないが，

これらの種は，いずれも内湾域に広く分布するものであり，本地域に拡大していた内

湾の古環境を示すものといえる。

（ 4）浜堤列上の遺跡分布
図 3には，千葉県『ふさの国文化財ナビゲーション』の資料に基づいて，小櫃川下

流低地における遺跡の分布を示した。

縄文時代遺跡の微高地上の分布は少ない。それに対して，弥生時代および古墳時代

の遺跡は，河川に沿う自然堤防上，および小櫃川左岸側の浜堤列上に多く分布してい

る。これに対して，小櫃川河口部右岸側の三角州上の微高地や，左岸側でも最も海側

に発達する浜堤上からは遺跡の分布は確認されない。

4 ．まとめ

東京湾沿岸で浜堤列平野が発達する館山低地と小櫃川下流低地を対象にして，それ

ぞれの微地形と地質層序の特徴を明らかにした。また，館山低地においては貝類およ

び有孔虫化石群集解析に基づいて古環境変遷を復元した。さらに，低地遺跡の分布か

ら砂州・浜堤，自然堤防などの微高地が先史時代から人間活動の場となっていたこと
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を示した。

房総半島南部に位置する館山低地の地形は，相模トラフを震源とするプレート境界

型地震（元禄・大正関東地震）による隆起が蓄積されていることで特徴づけられるが，

後氷期の氷河性海面上昇期においては，他の海岸低地と同様に海面上昇に伴う海進に

よって内湾が形成された。その内湾の環境は，造礁性サンゴ（沼サンゴ層）が形成さ

れるような高温の沿岸水・外洋水の影響を直接受けるものであった。その後，相対的

な最高海面期である約7,000年前以降になると海退過程に移行し，海岸部には浜堤が付

加していった。このことは，浜堤列平野で共通に認められるものであるが，館山低地

では地震隆起が地形的に明瞭な浜堤列の形成に影響してきたと考えられる。

一方，小櫃川下流低地においても，海進期において現在の低地に内湾が拡大してい

たことが明らかになったが，海退期には緩傾斜の海底に河川や海食崖から供給された

土砂が堆積して三角州が発達していった。三角州が前進する過程において，縁辺部に

浜堤が付加されていったものと推定される。

以上のように，館山低地と小櫃川下流低地とでは，地形・地質・地殻変動の特徴が

異なっているものの，後氷期における内湾の形成とその後の浜堤列平野の発達という

点では共通した特徴を持つ。

今後は，他地域の浜堤列平野との比較を進めることで，地域の自然地理的特性が地

形発達過程にどのような影響を及ぼしてきたかを明確にしていく必要がある。
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